
 

令和８年５月 

Ⅰ 調査要領 
 

（１）調査時点及び調査方法 調査票を令和８年４月１０日にＦＡＸとメールをし、令和８年４月２４日を締切日として 

ＦＡＸとＧｏｏｇｌｅフォームで回収 

（２）調査対象期間     令和８年１月～３月期実績及び、令和８年４月～６月期見通し 

（３）調査対象       美幌町内の本所会員事業所１１０社 

（４）対象業種       小売業、卸売業、建設業、製造業、飲食業、サービス業 

（５）回収率        ８２.７％（回答数９１社） 

（６）回答企業内訳     小売業２５社、卸売業７社、建設業１８社、製造業１３社、飲食業１１社、サービス業１７社

（７）語句の説明      Ｄ.Ｉ値とは、ディフュージョン・インデックス（景気動向指数）の略で、各調査項目につい 

               ての増加（好転・上昇）企業割合から減少（悪化・低下）企業割合を差引いた値（景気動向指数）

を示す。 
 

Ⅱ 調査結果概要 

 令和８年１月～３月期の美幌町の景況は、業況判断 D.I において、今期 D.I 値が前回調査時（令和７年１０月～１２月期：▲７.１）に比べて 

４．９ポイント上昇となっており、次期見通し D.I 値は、今期調査時（令和８年１月～３月期：▲２.２）に比べて２０.９ポイント悪化していく見込みで、

今後もさらに厳しい状況が続くと予測されます。経営上の課題としては、今期は中東情勢の長期化によるエネルギーや原材料費の高騰に伴う

「諸経費増加」がもっとも多く回答されています。また、地方における深刻な「人材不足」と「人件費増加」は、経営の多重苦として重くのしかかっ

ており、今後の事業における最重要課題として浮き彫りになっています。 

業 況 

今期 D.I 値       前回調査比  
  ７年１０月～１２月期（値） 

    ▲７.１（＋４.９） 

次期見通し D.I 値            次期見通し今期比 

  ▲2０.９          ▲18.7 

 

売 上 
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(凡例) 

30 以上 

10～29 
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▲30 以上 
採 算 

今期 D.I 値        前回調査比 

      ７年１０月～１２月期（値） 

                ▲１４.３（▲３.９） 

小売業 

 

(▲３３.３) 

卸売業 

 

(▲２８.６) 

建設業 

 

(▲５.６) 

製造業 

 

（▲１５.４) 

  飲食業 

 

(+１０.０) 

  サービス業 

 

 (▲２５.０) 

 

資 金
繰 り 

今期 D.I 値       前回調査比 

７年１０月～１２月期（値） 

   ▲１9.6(＋6.4) 

次期見通し D.I 値          次期見通し今期比 

     ▲２３.１         ▲9.9 

 

経営上の 

問題点 

○小 売 業：･問屋の減少(廃業含む) ・今後の世界情勢に影響が及ばない様に願っています。 ・売上受注不振 

中東情勢で材料仕入の規則、原材料値上げ要請が来ています。今後の業況が不安です。 ・人材不足  

○卸 売 業：･仕入困難な商品の発注。石油を原料とするニトリルゴム手袋の清算の減少。ニトリルの値上げに   

引っ張られて天然ゴムの需要と価格が高騰。結果、手袋業界全体が値上げの傾向。東南アジア諸国 

が星団拠点となっているのが原因の一つ。 ・ここ数年の物価高に加え戦争による更なる物価高に 

供給不足。一般客の買控えで業者の仕事が減り売上が下がる中、物品確保の為、在庫を増やさざ  

るおえない状況。 

○建 設 業：･採用難 ･屋根、板金工事の受注があった。昨年１１月、１２月の強風の為、工事の受注が多かった。  

・資材費高騰 ・物価高騰・石油製品不足 ・戦争の影響で各メーカーより資材等の出荷制限が掛か   

り始めたので、今後仕事の受注に問題が出そうです。 

○製 造 業：・重油価格の上昇 ･原材料高騰の影響により原材料入手困難。 ・仕事量の減少。・中東情勢による 

製品供給及び価格改定が大きく今後に不安感が激しくなる状況ではあまり影響はないが、５月以降   

予測不能である。 

○サービス業：･子供の減少で写真館の撮影件数が減少。それに伴い、学校関係撮影の売上も年々落ち込んでいる。 

・商品価格を値上した分売上は上がったが、原油関係の値上りが高く、採算は厳しい。 

○飲 食 業：・仕入高騰 
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お問い合わせ：美幌商工会議所 TEL：0152-73-5251 
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